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はじめに

本誌第258号において筆者らの1人松野は丸山欽

洋とともに『テｰマ(主題)抽出写真処理技法』と題

してリモｰトセンシングにおける多波長帯域映像デｰ

タの処理技法について概説を行ない写真技法によるテ

ｰマ抽出について詳述した.このとき映像あるいは

画像デｰタのコンピュｰタによるディジタル処理技術は

未だその発展の初期段階にあって一般的な実用のもの

となるまでにはなお研究開発が促進されなければなら

ないと述べた.

しかしながらディジタル画像処理は日進月歩の計算

技術およびその周辺技術と装置の開発に伴って急速に発

展しリモｰトセンシングによる映像デｰタ処理におい

て重要な位置を占めるようになりつつある.わが国に

おける実用段階のディジタル画像処理システムの例とし

て昭穐52年度から運用に入る予定である気象衛星画像

処理システムがあげられる.

続いて一条敏明･松野久也(1976)はrリモｰト

センシングにおける写真』を題する総説を公表(本誌第

265号)しそのなかで写真および写真処理技法のリモ

ｰトセンシング技術における位置付けを行租いその優

れた点を明らかにすると同時に欠点についても言及し

た･そして写真処理コンピュｰタによるディジタ

ル処理電子的アナログ処理祖との技法を相補的に組み

合せることによってはじ｡めて効果的かつ系統帥祖リ

モｰトセンシングデｰタの処理システムが構成される

ものであることを強調した.

続いて今回はリモｰトセンシングにおける多波長

帯域映像デｰタ処理において近年とくに重要次位置を

占めっつあり自動処理という点から将来の主流の1つ

と考えられるデジタル処理技法について紹介することに

する.この技法は鉱物資源探査の面で乾燥露岩地

帯における斑岩銅鉱の生成に関連する変質ha1oの抽出

･識別のためのLANDSATデｰタの処理に応用され

その効果が明らかにされつつある(長谷1976Sc亘MIDT

1976).ここではその原理手法およびその全体の概

要の紹介を目的としてLANDSATデｰタの土地利用

分類図作成への応用についての実験結果を例としてとり

あげることにした.

1.ディジタル処理の特徴と役割

ディジタル処理は写真処理に代表されるアナログ処

理と比較した場合次のような利点をもっている.

i)すべての処理過程を完全に定量的に把握できるため精度

の良いかつ客観的な解析を行なうことができる.

ii)処理の再現性が保証されるため処理のアノレゴリズムがど

の処理システムにも普遍的に適用できる.

iii)融通性多様性に富みマンマシンシステムによって解

析能力を向上させることができる.

他方欠点としては

i)特殊な入力装置を必要とするため装置が高価になる.

ii)一度に大きな(画素数の多い)画像を扱うことはメモリ

や計算時間などに制約を受け困難である.

iii)表示装置の制約上大きな画像を一度に表示することが困

難である.

租どがあげられる.しかしこれらの欠点はコンピ

ュｰタや周辺装置の進歩に伴って徐々に克服されて行

くことであろうしまたiii)校どは写真処理技術と組み

合せることによっても解決がなされるであろう.

次にディジタル処理技法がリモｰトセンシングデ

ｰタの処理において果す役割を示すと第1図の通りであ

る.すなわち大きく①前処理②強調および③

特徴抽出･分類･計測の3つに分けられる.

①前処理は入力デｰタ(原デｰタ)に含まれて

いる種々の歪についての補正であって正しいデｰタの

提供を目的とするものである.この補正には画像の幾

何学的ひずみ除去と輻射エネルギｰ強度観測値に関す

る補正との2つが含まれ前者にはデｰタの地図投影

(maPprOjection)の変換も含まれる.これら前処理

は後のすべての処理の基礎でありその成果を左右す

る重要な過程である.

②強調はデｰタのスペクトル特性や空間的特性

(テキスチュア校ど)を強調して見易い形で表示する

ことにより人間の目による識別の助けとすることを目�



的とする.この場合ディジタル処理の融通性を活用

して処理パラメｰタを人間カミ入力し即時にその処理

結果を表示できるよう荏マンマシンシステムを用いるこ

とカミ他の処理技法に比べて優れた点である.

③特徴抽出分類計測はコンピュｰタ自身

がプログラムに従って行なう自動処理の段階一いわゆる

“テ』マ抽出"一である.これはすべてこの対象に対

して適用することは実際上不可能であるが特定の対

象だけを大量のデｰタから効率的に取り出しあるいは

時間的に一連のデｰタから変化対象だけを迅速に取出す

場合などにおいて極めて有効である.現在この段階

の研究開発がリモ』トセンシングデ』タ処理における

中心課題となっているが実用レベルのものとしては

その対象を明確にすると同時に人間のもつ優れた判断

力とコンピュｰタの高速性およびその正確さとを有機

的に結合させた柔軟な処理システムの構築カミその目

標と匁るであろう.

以下前処理中地図投影変換を含めた幾何学的歪

補正について概要を述べ強調および自動処理

(テｰマ抽出)について詳述する.

2.幾何学的歪補正(geOme伍iCCOrr㏄tiOn)

リモｰトセンシングによる映像デｰタあるいはその

処理結果の表示については対象が地球表面であること

DIGITALP良OCESSING

｢■一一■一'一一

1①

�偕���

前処理

��剏�卓��

独一調

��乃���

一｢

1正しいデｰタの提供

�������一

I識別の補助

���刀

��佇�呉低

特徴抽出･分類･計測

����塔���一

CLASS㎜CAT10N&自動処理

MEAsUREMENT■AUTOMATIC

�剏�卓��

L______________｣

第1図リモｰトセンシングにおけるディジタル処理の役割

から地図としての精度を持たせるほか標準地図投影へ

の変換カミ必要不可欠である.地図は縮尺によってま

た使用目的によって投影方式が異なる.このほかセン

サによっても映像の投影方式が異たる.したがって

これら相互の投影変換が重要校課題の1つとなっている.

さらにリモｰトセンシングデｰタは地球表面からの

電磁波輻射エネルギｰ分布に関するものであり対象物

表面についての一側面のデｰタでしか狂い.これを地

質おびよ鉱物資源探査の1手段として利用する場合には

基図(base血ap)として重要な役割を果すとともに

地表面にあらわれた地質情報ならびに深部に賦存する鉱

物資源に関係のある表面徴候に関する情報収集という初

期探査あるいは概査段階で有効な手段として認識されて

いる｡すなわちそれぞれの手法にはそれぞれの役割

があって一つの方法がすべてでは狂いということであ

る.

地質･鉱物資源探査においては各種の間接探査手法

によるデ』タに基づいた総合的恋解釈を経て探鉱試錐

や試掘抗探査など直接的放手法に結びつけられて始め

て目的とする成果が得られるのである.リモｰトセン

シング技術は初期探査あるいは概査段階における有効

校手段の1つであるがあくまでも地表面だけの情報の

収集手段である.同じ初期段階の広域概査の手段であ

る空中磁気探査デｰタは地表面下深部の情報を提供す

るものである.このほか深部情報収集の手段として

重力探査地震探査などがある.したカミってこれら

のデｰタを組み合せて解析することカミ必須でありこ

れによって相乗的に大きな効果が得られるのである.

これらの各デｰタおよびその解析結果は平面図の形で

各種の標準地図上に表示されるのが通常である.地図

は縮尺によって場合によっては使用目的によって

投影法が異なることは麗に述べた通りであってこれら

デｰタの相補的な処理には相互の投影変換が不可欠な

ことはいうまでも粗い.

LANDSATの1〉[SSデｰタをはじめとしてすべて

のリモｰトセンシングデｰタの処理に当ってもっとも

重要な前処理はその幾何学的歪の補正である.これ

ら映像デｰタ上の各点の位置関係の信頼性あるいは異な

ったスペクトルバンドの映像の覆合(regiStratiOn)の成

否はすべての誤差の範囲を明確にしそれぞれを定量

し画像作成の過程でこれらを補正あるいは除去できる

か否かにかかっている.これら各誤差は位置異な

ったスペクトルバンドの画像間さらに異粧った時間に

収集された画像問の覆合の精度に影響する｡さらに�
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第2図

幾何学的歪補正における入

力画像と出力画像の対応づ

け

画像上の各点の対地位置の覆合は既知の地上基準点お

よび計算によって求められた画像格子点の位置を参照し

て地図投影変換することによって達成される.

画像の盃の原因として次の3つがある.

i)外部誤差一センサに対する外部からの影響によるもの

であって衛星の姿勢および衛星の位置推算暦(軌道パラ

メｰタ)に関連する.

ii)内部誤差一センサ内部に起因するものであって各種

の非線型性(mn→inearity)心違い(O丘Set)などによる.

iii)処理誤差一画像の作成種々の変換および複製に伴っ

て生じるものであり補正誤差および残存誤差か含まれる.

これら外部誤差内部誤差に起因する画像デｰタの幾

何学的歪の補正とその地図投影変換とはディジタル

処理を利用することによって容易にまた精度よく実施

することができる.幾何学的歪の補正の具体的方法と

しては次の2つの方法(便宜的にそれぞれ後方交会法

および前方交会法と呼ぶ)カミ考えられる.

i)後方交会方式

入力画像上の特徴点と地上の既知点(基準点)との対応づ

けを多項式によりモデル化し出力画像を作成する.

ii)前方交会方式

画像デｰタ収集機構をモデル化し出力画像を作成する.

2つの方式を比較すると後方交会方式は後者の前

方交会方式に比べて画像デｰタ収集機構には依存しな

い方式であってモデル化が簡単かつプログラミングが

単純である.しかしながら実行に当っては測量成

果の判っている基準点を必要とし結果の精度は基準点

の数によって決まりその数が多い程精度が高く'なる.

これに対して前方交会方式は基準点を用いずに画

像デｰタ収集機構だけから補正を行なうものである.

すなわち衛星の姿勢その位置推算暦などに由来する

外部誤差センサの非線型性心違いたどに起因する内

部誤差の補正および投影変換処理を計算だけによって実

施しようとするものである.しかしながら一般的には

モデル化カミ複雑でありプ回グラミングが困難である.

また補正ならびに処理に伴う誤差も前者に比べて

著しく大きい(LANDSAT映像のbu股処理デｰタは

このような処理だけによるものである).

2つの方式は以上のような特徴をもっているが実際

には少数の基準点で実行可能な後方交会前方交会両方

式の中間的方式(観測モデル方式と仮称)カミ実用的であ

る.そしてその処理の手順の概要を述べると次の通り

である.

1.地上基準点のデｰタから後方交会による衛星の姿勢の決定

入力画像(bu1長処理映像)上で明確なしかも地上で正

確な位置のわかっている点(基準点)を参照してデｰタ

収集時における衛星の姿勢を求める.この姿勢デｰタに

よって入力画像上の格子点における測地座標上の位置が計

算される.

㈮

㌮

入力画像と出力画像との対応づけ(歪補正係数の計算)

入力画像上の格子点について測地学的座標から地図学的座

標への変換を行なう.この2段階を経由して入力画像

と出力画像の地図学的対店つげ添行なわれる.

出力画像の再構成(リサンプリング)

前記の対応づけ結果を使用して'画像デｰタのリサンプリ

ングを行なう.この場合出力画像を矩形のブロックに

分割しブロックの隅点は2の画像の対応づけから求め

ブロックの内部は線形補間によりリサンプリングを行なう.

以上の処理によって地図学的な精度をもった前処理

済のデｰタが作成される.

3.強調処理(e1出a皿㏄me11t)

マルチスペクトル映像デｰタの利用では判読を助け

るためにフォｰルスカラｰと呼ばれるカラ』表示がよ

く使われる.その原理は第3図に示すように任意

の3つのスペクトルバンドをとり出して各バンドの反

射エネルギｰを色の三刺激値(赤緑青)に対応さ

せてカラｰ合成を行校うものである(第3図の空間を

カラ]空間と呼ぶことにする).このようなカラｰ合成

は写真処理を用いてさかんに行なわれている.

ディジタル処理を用いる場合カラｰ合成のためのデ�



一夕の変換が写真処理に比べかなり自由に行なえるこ

とが特徴であるがその意義として次のよう祖点があ

げられる.

(i)コンピュｰタとディスプレイ装置によりマンマシンシス

テムを構成し判読者が指示した処理を即座に行なって表

示することにより必要な情報を迅速に抽出することがで

きる.

(ii)ディジタル処理を標準化しておくことにより複数個のデ

ｰタを同一基準で判読できるようにすること添できる(た

だしコンピュｰタから画像(hardcopy)の形で出力す

る場合はカラｰスケｰルの挿入などの標準化も行なう必

要がある).

つぎに著者らが試みたカラ』表示のための処理につ

いてその処理の流れを示すと第4図に示すとおりで

ある.まず最初に第5図に示すような濃度スケｰル

変換を行なう.これは実際のデｰタがバンド毎に

かなり偏った分布をしているのでその補正を必要とす

る.変換の過程は次のようになる.

(副)3つのバンド毎に1次元濃度ヒストグラムを求めヒスト

グラムの最大値(H肌)の5%以上の頻度をもつ範囲をとり

その表示範囲(Rゴ)とする.

第5図

濃度スケｰル変換

第4図

フォｰルスカラｰ表示のため

のディジタル処理
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第3図フォｰルスカラｰ表示
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(b)表示範囲の下限が0になるように原点を移動する.

(c)3つのバンドの表示範囲のうち最大範囲をR㎜とし残

りの2つの範囲も私になるように濃度スケｰルを拡大

する.

このような変換を行なうことによりデｰタが第3図

のカラ]空間の各軸に均等に分布することに校ゆ一床

のカラｰ表示を行なうことができる.しかしディジ

タル処理の特徴を生かすためさらに第6図に示すよう

祖スペクトル特性の強調を試みた.変換方法として

方向余弦変換および写像変換と呼ぶ2通りの方法を試

みた.

方向余弦変換はデｰタのカラ』空間内の座標点を

無彩色の軸(〃)から遠ざけるような変換を行校うもの

である.この変換は3つのバンドの反射エネルギｰ

の和を一定に保ちながら各エネルギｰの相対比率を強

調する働きをする｡すたわち3つのうちで最大のも

のはさらに大きくなり最小のものはさらに小さくなる.

強調の程度は第6図のKの値を指定することにより

調整できる.

写像変換はデｰタの座標点を第3図のカラｰ空間

の立方体の表面に写像するものである.この場合反

射エネルギ]間の相対比率の情報だけが色の違いとな

って表示される.とくにエネルギｰの絶対値の小さ

いデｰタでは相対比率の情報がより明瞭に表示されて

いる.この変換は山の部分のカゲの影響をとり除き

たい場合などには有効である.

表紙の左上の画像はLANDSAT-1の名古屋付近の

映像であり原デｰタに濃度スケｰル変換と方向余弦

変換(K=2)を施こしてカラｰ合成した画像である.

B4に青B5に緑B7に赤を割り当てて合成された

ものである.これによって都市地域(青)森林(赤)�
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耕地(明るい赤)裸地(明るい緑)水域(黒)な

どをそれぞれの色の違いによって明瞭に識別することが

できるように粘る.

表紙の画像はコンピュｰタと結合したカラ]ファッ

クスによりポラロイドフィルムに出力したものである.

画像出力装置としてはこのほかにカラ』TVモニタ

やフライングスポットスキャナｰ(FSS)などを用い

ることができる.

4.自動処理(autOm批icPr0㏄ssin9)

画像デｰタに含まれるデｰタ量は非常に多い.さら

にリモｰトセンシングでは反覆観測による膨大なデｰ

タ量を処理しなければなら低い.したがってその有

効祖利用のためには自動識別あるいは自動処理に期待

されるところが大きい.したがってリ主｣トセンシン

グの研究のか放りの部分がこの自動識別校いし自動処

理にさかれている.その中でもコンピュｰタを用い

たディジタル処理による自動処理の研究がもっとも大

きな課題となっている.その理由として次の点があげ

られよう.

(i)ディジタル処理の自由度が大きく利用者が意図するアル

ゴリズムを忠実に実行できる.

(ii)解析結果が容易に定量化でき客観性力塙い.

(iii)マンマシン的なシステムにより解析結果を容易にフィｰ

ドバックできる.

柾自動処理を行なえるものではない.

したカミって現在自動処理といわれるものは第7図

に示すようなある程度人間の補助を必要とするマンマ

シン的た処理である.

第7図の①で人間が与えなければなら狂い情報として

次の2通りが考えられる.

(i)個々の識別対象に関するスペクトル情報そのものを与え

る.

(ii)スペクトル情報を与える代わりに識別対象の特性をよく

表わしている地域を指定してやる.

(i)の方法はスペクトル特性に関する絶対情報を用い

ることになる.したがってデｰタの変動(地理的位

とくに緯度天候デｰタ収集時期および時間などの違

い放とによる)にどう対処するかが大き狂問題である.

(血)の方法は相対的枚情報で良いので(i)に比べて実用

的であるが基準となる地域のえらび方湯澗題である.

この場合第7図の②③のコンピュｰタ処理側の問題と

しては特徴量の定義分類方法の選択などが重要な問題

である｡さらに分類単位の決定(画素毎あるいは領域

毎)スペクトルバンドの選択各バンドのレベルのサ

ンプリング精度分類項目の数などの問題がある.

これらは目的精度計算コストさらにデｰタ収集

から処理結果の入手まで必要とする時間などとのかね合

いから最適な方法を決定する必要がある.

ディジタル処理は自動処理の点からも以上のよう

な利点をもっているカミディシタル処理といえども決

して万能ではなく人間の判断が介在することなく完全

5.自動処理の実験

自動識別の具体例としてここでは著者らカミ実験的

に試みた土地利用分類のための手法について述べること

〈方向余弦変換〉
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第8図ディジタル処理による土地利用分類

にする.このための処理の流れを第7図にしたがって

書き表わすと第8図のようになる.

分類項目としては森林耕地都市裸地水域

雲の6項目が選ばれた.対象地域は名古屋付近であ

って原デｰタはLANDSAT-1のCCT(1972年10月5

目1074-00595)である.各分類項目について指定し

た基準地域をっぎに示す(()内は個数).ここで

基準地域は地上1良m四方の領域であり画像上では

6×6画素の領域である.

森

新

都

採

水

雲

林

地

市

地

域

犬山市東部(1)瀬戸市北部(1)の山林

濃尾平野の水田地帯(3)

名古屋市中心部(2)一宮市(!)

春日井市北部(1)名古屋市千種区(1)

名古屋港付近(1)

木曾川流域(1)

特徴量として

ここではスペクトル空間における多次

元ヒストグラムを用いた.第9図にLANDSATの

MSSB5とB7を用いた2次元の場合について上の

各項目のヒストグラムの具体例を示す.基準地域が複

数の場合その平均化されたヒストグラムを用いている.

各バンドの濃淡レベルは8レベルでサィプリングされ

ている･第9図の各数値は実さいのヒストグラムの

10倍の値である.

最後に分類では第8図に示すように画素単位と領域

単位の分類の両方を試みた.ここで領域を単位とした

理由はたとえば市街地は“ビルｰ般家屋道路

樹木水などの異種の物体の複合体であり本来領域と

してその性格づけカミなされるべきである"と考えられ

るからである.ここでは基準領域と同様1km四方

を1個の領域と定めた.

画素単位の分類方法の説明図を第10図に示す.まず

基準地域のヒストグラムを用いて各分類項目がスペク

トル空間上で占める領域を決定する.複数個の項目が

重なった領域ではヒストグラムの多い方の項目を選択

する.どの項目のヒストグラムも0の領域は空白とす

る｡最後に原デｰタから1画素づつとり出してきて

そのスペクトル空間上の領域に相当する項目に分類する.

空白の領域の場合には“その他"とする.

表紙の右上の画像は第9図のヒストグラムを用いて

第10図の方法により分類された結果である.緑色は森

林黄色は耕地黒は都市紫は裸地青は水域白は

雲灰色はその他をそれぞれ表わしている.

つぎに領域単位の分類方法の説明図を第11図に示す.

まず原画像を1km四方の領域に分割する.各領域

毎に多次元ヒストグラムを計算し基準地域のヒストグ

ラムとの相関(αC･)を計算し相関が最大になる項

目にその領域を分類する.どの項目との相関もOにな

る場合には“その他"とする.

表紙の左下の画像は第9図のヒスｰトグラムを用いて
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ナることができる.そして

反覆観測デｰタを処理するこ

とによって巨視的ではある

が広域にわたってその変化量

(都市化の程度その分布お

よび速度)が一定周期で迅速

B7に計測されるであろう･

第10図画素単位

第11図の方法により分類された結果である.

の分類

上に述べた手法は通常の土地利用分類以外にも種

々の応用が考えられる.たとえば第11図の多次元ヒ

ストグラムどうしの相関を用いて着目する領域とある

基準領域とがどの程度の類似性をもっているかを数量

的に表わすことができる.表紙の右下の画像は名古

屋市中心部を基準領域にえらびその領域との相関を色

の変化で表わしたものである.赤は相関最大(1)

青は相関最小(0)でシアンはO.25縁はO.5黄は

O.75の相関をそれぞれ表わしている.このような画像

により各地域がどの程度“都市化"しているかを把握

6.ディジタル処理

スペクトル空間上の課題

上の分類領域以上述べて来たようにデ

CLASSIFICATIONイシタル処理技術はリモ』

���

SPECTRALトセンシングデｰタ処理にお

���

いて前処理強調および自

B7動識別など広範囲をカバｰ

することができる.したが

ってこれを軸とする一貫し

たデｰタ処理システム構成の可能なことが充分に予想

される.しかし狂がら実用的なシステムとするため

には多くの課題が残されている'

そのうちハ』ドウエアに関する課題としては実用

に組み入れて使い易いより小型がつ安価な装置の開

発が当面の問題である.例えば使い易い画像入出力

装置などでありとくにカラ]画像表示装置はマンマ

シン対語システムにおいて欠くことのできないもので

あるが現在のところ未だ高価であり今後手軽に使用

できる装置の開発が望まれる.

ソフトウエアに関する課題としては効率のよい処理

プログラムの開発画像デ』タ処理用の使い易い言語の

原胸像

げ������

�

堀

基準地域

㌻㌣/

回

C､,C｡:相関CORRELATIdN

x=iifCi=nlax(C､,C､)'

基準地域のヒストグラム

�協佇���������

�

�

�

㈰

㌰

�

㈰

　

�

�

＼･

堀

㈰

㈰

､5

�　

一

㈰

�

㌰

㈰

㌰

�

�

�

ユO

未知領域の

ヒストグラム

�協佇��

但��佗一

��

�

�

第11図

領域単位の分類�



開発などがある.そしてそれらを如何に効率的に運

用するかが大きな課題である.この点については単

にデｰタ処理側だけで解決できる問題ではないことに

とくに注意を払わ校ければ和ら粗い.これら開発され

たディジタル処理技術を如何にして実際の計画および

業務に転移をはかるかに問題の半ばがある.

本報告の冒頭でも述べたように実用のものとして有

効に運用するためにはディジタル処理技術の能力ある

いは特性に見合った応用対象を明確にしそこから運用

に入ることが第1である.

例えばLANDSAT映像からの地質構造要素の識別

･抽出は鉱物資源探査の基礎である地質図の編集ある

いはその間接手法として極めて重要であるが地質およ

び探査技術者の写真地質学的方法による判読に依存する

以外に方法はない(地質構造解析小委員会(代表星野)

1976).しかしながらこの判読結果と空中磁気探査デ

ｰタ注ど他の手段によるデｰタとの総合解析のためには

判読の素材として地図としての精度をもった映像デｰ

タ(hardcopy)の供給が必要である.このためには

ここで述べた前処理技術カミ根本的な役割を果たすのであ

る.つまりここで必要なのは来る1977年に予定さ

れるしANDSAT-3の運用において米国内で考えら

れているよう故地図としての精度を備えた各縮尺･(1:

250.0001:500.0001:1,000,000)の写真フィノレム

および印画の形のデ』タの供給体制である.この点は

地質･鉱物資源探査の分野だけでなく各分野に共通す

る問題であろう.これと同時にそれぞれの目的をも

った利用者に対する同様な前処理を行なったCCCT

(CorrectedComputorCompatib1eTape)の供給体制

も可能となることはいうまでもない.

長谷(1976b)が紹介しているようにUSGSおよび

ジェット推進研究所のグルｰプの研究によって変質鉱

物の多くカミ0.45～o.5μmO.85～o.g5μmおよび2.2μm

付近で吸収幅の広い吸収帯を形成することカミ明らかにさ

れている.これに対してLANDSATのMSSの各バ

ンドとも帯域が広くしかも0.5μmから1.1μmまでの

範囲までなので上述の吸収特性を充分映像濃度に反映

することができない.各種の岩石についても同様な研

究が進むに従って現在のLANDSATデｰタだけを用

いる限り各種のテｰマ抽出マッピング方式は地質学

上の目的に対して全面的に不適当であるという見解さ

えも出されつつある.この反映として本年1月に

GEOSAT(地質衛星)に関する委員会が発厘し5月

にはアリゾナ州のF1agstu伍においてそのセンサ分

解能などは勿論のこと実現のための推進方策についての

作業部会がもたれるにいたっている.

最後にもっとも欠きた問題はディジタル処理技術

とくに自動処理に大きな期待がもてる応用対象あるいは

分野の明確化である.時間的に変化している対象につ

いての反覆観測デｰタから機械的に変化対象だけを迅

速にとり出してその結果を利用者に一必要な時間間

隔で必要とする時間内に一供給する必要のあるもの

をこそその対象として考えなければならない.例え

ば北方海域における航海の安全のための海氷と開水域

の分布の抽出発電および灌概のため流量を把握するた

めの雪線のマッピング牧畜管理のための草地の分布と

病害範囲の抽出など単純ではあるが迅速を要するもの

がディジタル処理技術の特徴がもっとも有効に発揮

できる対象であると米国では考えられている.わが

国においてもこのよう放対象の選択そこでそれぞれ

について基本的かつ標準的成果品を供給するシステム

の開発そのテストさらにその実用化を早急にはかる

ようにしなけれぱならない.カナダのリモｰトセンシ

ングセンタｰ(CandaCenterofRemoteSensing)の

所長L･W･Mo肌EY博士が1975年11月末に来日し

た折にいわれたことであるが“リモｰトセンシングの

推進はtechno1ogica1push(技術面からの推進)と

apP1icationpu11(応用面からのけん引)とが併行しては

じめて達成され事ものである"｡まさに名言である.

さらにリモｰトセンシングはデ』タ収集およびこ

れを支援するシステムからデｰタ処理を経て利用面

にいたるまでの一貫した巨大祖システムである.した

がってこのような一貫したシステムであることへの配

慮なくしてリモｰトセンシング技術を発展させようと

いうことは全く無暴というほかいいようが狂いとい

うことを銘記すべきであろう.
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